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● 現在の研究について 

声の異常は，声帯にポリープができたり，声帯 

炎と言われるような声帯の炎症が原因で声がか

すれます．ときには声帯の器質的な異常がなくて

も声の出し方や使い方が悪くて声がかすれるこ

ともあります．いずれにせよ，声の異常は，声の

かすれから始まります． 

声のかすれのことを専門的には嗄声と言います．

我々は，嗄声を客観的に分析することで，音声障

害の程度や診断ができないか，研究を進めていま

す．嗄声の客観的分析には，音響分析を用います． 

近年，この音響分析用のソフトが簡単に無料でダ

ウンロードできるようになり，個人のパソコンで

も音響分析が可能となりました．このソフトでは， 

声のゆらぎに着目し，声の高さや大きさのゆらぎ

を定量化することによって，嗄声の程度を知るこ

とができます．しかしながら，声のゆらぎを調べ

るためには，数秒間の安定した母音の発声のみし

か分析できません．したがって，数秒間の安定し

た発声ができない場合や日常会話の分析ができ

ませんでした． 

 その後，1959 年にアメリカで地震波の分析に考

案されたケプストラム分析法を用いると，安定し

た発声でなくとも，あるいは日常会話であっても

人間の声を分析できることがわかってきました．

我々は，このケプストラム分析を用いて，嗄声の

定量的な測定を始めました．現在は，声に異常の

ない健常成人の会話音声の分析を開始していま

す． 

  

その結果，会話音声でもどのような単語や音を

含むかによってケプストラム分析の数値が異な

ることがわかりました．今後は，どのような単語

や音が声の異常を最もよく反映するのかさらに

研究を行っていく予定です．また，実際に声帯ポ

リープなどのように声帯の器質的異常のある患

者さんの実際の声を分析し，健常者とどのように

異なるか研究するつもりです．この研究によって，

声の異常を早期に発見することが可能になり，声

の異常の程度を客観的に把握することができる

ようになると思われます． 

 

● 今後進めていきたい研究について 

どのような文章や単語が声の異常をよく反映す

るのかさらに研究し，声の異常の判別の自動化を

検討したいと思います．これによって，声の異常

の早期発見と治療につなげたいと思っています． 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

これまでの研究成果を，地域の高齢者の声の 

異常の発見に役立てるために，高齢者の声の検診

事業なども積極的に提案していきたいと思って

います．また，喫煙による声帯がんなどの早期発

見のための音響分析の活用を検討したいと思い

ます． 

 

● これまでの連携実績 

三原市，三次市との声に関する連携講座を実 

施しました．また，声の健康に関する三原市民番

組も作成しました． 


